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藤淵：まず始めに九州大学アイソトープ総合セ
ンターの沿革や概要などについて紹介をしてく
ださい。
古市：おそらく，1950 年 4 月に医・理・工・
農各学部の教授が会員になって発足した九州大
学放射性同位元素研究会まで遡ります。これ
は，別々の部局に所属する放射線関連の研究者
が，研究協力をするためのものだったそうで
す。1956 年に本研究会は解散し，代わって九
州大学放射性同位元素専門委員会が発足しまし
た。1960 年には，九州大学医学部放射性同位
元素総合実験室が，改めて作られたようです。
その後，各学部を単位とした施設が併存しまし
た。文部省（当時）は，同一大学内に数多く存
在するようになったこうした放射線関連施設を

統合し，半直轄的に管理するため，1972 年，
ちょうど現行法に近い法令が整備された時期で
しょうか，アイソトープ総合センター化を開始
し，九州大学もようやく 1980 年 4 月に設置と
なります。箱崎地区実験室，セミ・ハイレベル
実験室，病院地区実験室，病院地区学生実習室
の 4 施設が統合されました。
　その後センターは，放射線取扱教育と放射線
管理を障害防止委員会と協力して行ってきてい
ます。箱崎キャンパスからは全ての組織施設
が，伊都キャンパスに移転しますので，当然，
箱崎地区実験室も移ることになります。本年
10 月には，工学部放射線施設と一緒になった
伊都地区実験室（実質新事業所）が竣工の予定
で，年内には使用許可が下りる見通しだそうで
す。しかし，農学部はその後も箱崎地区実験室
を使用するため，3 年ほどは少々縮小されて残
る予定と聞いています。
　病院キャンパスからは，何も移転しません。
私が所属している病院地区実験室及び病院地区
学生実習室は，そのままです。病院地区実験室
は，主にキャンパス内の生命科学研究の支援を
するための施設です（写真 1）。特徴として，
先代の主任者の先生が非常に早くから管理区域
への入退システムに指紋認証システムを業者と
共同開発採用したことが挙げられるかと思いま
す。また，液シンバイアルの自動洗浄用ロボッ
ト等が設置されたことも挙げてよいかもしれま

九州大学では，六本松キャンパスの伊都地区へ

の移転が既に終わり，現在は本部のある箱崎地区

キャンパスの移転が進行中です。その中，2011

年には創立百周年の佳節を迎えています。アイソ

トープ総合センターは，21 の国立大学にありま

すが，九州大学には 7 番目に設置されました。今

回は，その病院地区事業所で放射線取扱主任者を

なさっている古市正人先生にご登場いただきまし

た。

前任者に唯唯感謝

この人：九州大学アイソトープ総合センター病院地区

実験室及び病院地区学生実習室 古市正人氏

インタビュー担当：放射線安全取扱部会広報専門委員会
藤淵俊王（九州大学）



Isotope News 　2014 年 10 月号　No.726 69

せん。
藤淵：主任者業務を行われるようになられたき
っかけを教えてください。
古市：資格試験を受けて，たまたま合格したか
らでしょうか。もっと遡ると，大学の学生時に
在籍した教室の雰囲気が影響したかもしれませ
ん。4 年時に，RI 実験をするように言われまし
たが，実際には大学院に進学して使用者となり
ました。教室では主任者資格を持つと，事故等
が起きた場合，管理と関係なく連帯処罰を受け
るぞ，というデマが信じられていましたが，主
任者資格は能力を示すものとして魅力的なもの
とされていました。いつかは，取得するぞとい
う気持ちはありました。一旦企業に就職したの
ですが，数年後に大学へ戻り，隣の生体防御医
学研究所に職を得ました。資格取得はその後間
もない頃です。そして，施設の副主任者をさせ
られることになりました。それから約 10 年後，
2003 年に当事業所の 2 代目の主任者の先生が
定年退官されたので，異動の機会をいただいた
わけです。人事に関しても，引き継いだ施設に
関しても先代の先生には感謝あるのみです。
藤淵：多くの職員や学生，留学生を受け入れら

れる中で苦労される点はありますか。
古市：なぜか，あまりありません。留学生に対
しても，基本的にはほかの学生と同様です。使
用者所属の各教室で最初の指導をきちんとして
いただいているのだと思います。軽微な実験中
のトラブル等は幾つか起きているのかもしれま
せんが，当方の職員（写真 2）と現場の使用者
の方々が，とてもうまく連携してもらっている
のだと思います。幸い甚大な事故はこれまで起
きておりません。
　毎年，再教育は全学で 1,200 名を超えますが，
当方の担当の時には，約半数の方に来ていただ
いているようです。事業所の登録者は，学生を
含めると現在約 330 名，最盛期は 600 名を超え
ていたようです。そのころは RI も年間 1,000
個ほど受け入れていたとのことです。当事業所
も例に漏れず，最近は使用者が激減していま
す。実験方法の変化，研究の質の変化のため，
徐々に使用量等減少傾向にありました。この 2，
3 年の変化は，施設存亡の危機と言っても言い
過ぎではないようです。今年，工学系の研究の
ため，電子顕微鏡が設置されましたので，近い
将来，使用者の研究分野も大きく変化すること
も考えられます。
藤淵：古市先生自身の研究についてお聞かせく
ださい。
古市：以前は，発がん遺伝子に関わる仕事をし
ていました。その後，遺伝子修復などの領域で
研究しました。職場は，隣の生体防御医学研究
所で，ガンマセル照射装置がありましたので，
個体，細胞，DNA などのレベルで，影響を調
べようとしましたが，結局 X 線発生装置を使
い，DNA 等の中の塩基の変化を調べたのみで
した。結果は，実験の実施量が少なかったこと
もありますが，変化した物質をうまく調べるこ
とができず，残念な状況でした。目的方法は異
なりますが，なんとか成果が得られたのは，教

写真 1 病院地区実験室 1棟
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授に応援してもらい，幾つかの酸化傷害物質を
質量分析器を用いて，分析定量が行えるように
なったことだけと言えそうです。
　現在は放射線の安全管理や教材開発を志向し
ています。英訳のための辞書作りを中心に，新
規教育を補助するコンテンツを作成しようとし
ているのですが，IT の専門家ではないのでな
かなかうまくいきません。恐らく法令や規則等
の英訳が成果となると言ってよいかもしれませ
ん。
　放射線安全管理の問題については，大きな壁
があるように思います。我が国では，科学的知
見に基づいて法令等が整備されて来ているわけ
で，いざとなったときそうしたものが機能しな
ければならないと思います。しかし，先の原発
事故では，想定以上の事態が起きたとされ，準
備されていたこともあまりうまくは動きません
でした。もっとほかに考えるべきことがあるよ
うに思います。それは，全ての前提となるもの
の考え方，人間性ではないかと。アメリカやフ
ランスに滞在した経験からすると，自分の身は
自分で守るという気質というか，主義が文化と

して人々に根付いており，日本とは異なるとい
う印象です。本来，公は国民のものでしょう
が，一人歩きをするので信用できなくなること
が多々あります。
藤淵：福岡市の魅力についてはいかがでしょう
か。
古市：インターネット検索をすると，既に多く
の人が，色々と述べておられるのが見つかりま
す。幾つかの共通した点もあり，なるほどと共
感さえ覚えます。それを超えるのは難しそうで
すが，少し考えてみましょう。そうですね，ま
ず，福岡市は小東京という感じでしょうか。
JR 山手線の駅の 1 つの町くらいの適当な大き
さで機能的にもまとまっています。東京のよう
に何でも手に入るわけではないですが，それな
りに揃っています。九州他県からの人の流れも
あるようです。若い女性の割合も多く，美人も
多いとか。でも結婚していない人の割合が高い
らしく，残念な面もあります。2 番目に，以前
から重化学工業関連の工場がないため，騒音大
気汚染もなく，居住環境が良好でした。最近
は，中国からの飛来物が問題になって，困りま
すよね。また，昔は典型的な日本海性気候でし
たので，冬はどんより暗く，雪が多かったので
すが，最近は気候が変わり，そのようなことも
なくなって来たところは，プラス点です。3 番
目は，定量的に述べるのは困難ですが，人々の
気質を挙げることができるでしょうか。何事に
対しても前向き，変化にも柔軟というか，適応
能力が高いと言えるような気がします。地理的
に朝鮮半島，中国大陸が近かったこと，長崎の
出島の影響，また博多商人の伝統もあるのでし
ょう，外国人に対する抵抗感が少ない，むしろ
積極的に接する気質を持っているような印象が
あります。

写真 2 管理業務者の皆と




